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「 みんなでつかめ７８ １ ! ～輝け我らの青春劇～ 」 
校長 瀬戸口 浩司 

14日(土)，第78回体育祭を開催することができました。台風13号接近のため，予定を1日前倒ししての開催でした

ので，多くの皆様にご心配やご迷惑をおかけいたしました。また，ご理解とご協力をいただきましたことに心から感謝申

し上げます。午後から雨が降り出し，カットせざるを得ないプログラムもありましたが，早朝から，閉会式まで多くの皆

様にご来場・ご観覧をいただきました。誠にありがとうございました。 

体育祭実行委員を中心に，応援団・ダンスリーダーがリーダーシップを発揮して全校生徒で体育祭を創り上げました。

応援団やダンスリーダーは夏休みから練習に入りましたが，２学期は，登校日数で言うと僅かに10日未満での練習で

す。夏休みの練習も部活動で九州大会や全国大会参加者が多く，人数がなかなか揃わない中での練習となりましたので，

かなりの集中力と強いチームワークが必要だったことと思います。そして当日，生徒全員がそれぞれの役割を十分に果た

し，一人ひとりが輝きを放つすばらしい体育祭になりました。特に３年生は中学最後の体育祭だったので，大きな充実感

や達成感とともに，雨の演出もあってか，スローガンのごとく「青春」を強く感じながらの体育祭だったと思います。 

生徒が更に大きく成長したと感じた体育祭でした。これからの学校生活にも大きく活かされていくことと思います。 

保護者の皆様には，1学期と夏休みの奉仕作業，熱中症対策の超ロングサイズのミストシャワー設置等の会場整備，そ

して，当日役員としての係をはじめ開会前から片付けまで多くのご協力をいただき本当にありがとうございました。 

  

栄光の軌跡！ 「九州・全国大会」多数出場 
７月末の中体連主催の県総体で多くの部活動が，県代表として九州大会や全国大会への出場を決めました。高山中創立以来，部活動が総合的

に最も好成績を残した年の一つであったと思います。以下，九州・全国大会出場記録です。よく頑張りました。 

全国大会出場 ○柔道 男子個人階級別5位 上内侍瑠稀   ○剣道 男子個人3回戦惜敗 松元晴大 

九州大会出場 ○男子バレーボール 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ惜敗（県総体優勝）  ○剣道 男子個人ﾍﾞｽﾄ8 松元晴大（県総体優勝） 

       ○陸上 １年男子1500m４位 前村怜滉（県総体優勝） ２年男子1500ｍ5位 橋口太賀（県総体優勝） 

           低学年女子80ｍH８位 中村綾心（県総体2位） 

       ○空手道 男子個人組手初戦惜敗 武田 創（県総体2位）         〔柔道競技は宮崎沖地震のため中止〕 

       ○柔道 男子個人階級別 上内侍瑠稀（県総体優勝） 一松 陸（県総体2位） 串園瑛翔（県総体2位） 

１０月の主な行事予定 
日 曜 行 事 等 日 曜 行 事 等 

１ 火 中間テスト２日目(9/30～)，教育相談⑤ 14 月 スポーツの日 

２ 水 進路適性検査(２年)，  15 火 地区新人総体(～16)，実力テスト(３年，～16) 

３ 水 教育相談⑥，地区駅伝競走大会 18 金 学力タイム，やぶさめ潮がけ 

４ 金 学力タイム，英検（放課後） 20 日 高山やぶさめ 神事 

６ 日 宮富小運動会 22 火 全校朝会 

８ 火 学力タイム 25 金 学力タイム，漢検（放課後） 

９ 火 まなびあいタイム，Ｓカウンセラー来校 30 火 学級生徒会・生徒会専門部会 

11 金 全校朝会(地区新人総体推戴式) 31 木 文化祭リハーサル 
 

「時を守り 場を清め 礼を正す」並びに「凡事徹底」に心がけよう 

８時００分までに教室へ入れるように余裕をもって登校しよう！ 登下校は最低１Ｋｍ歩こう。 

ナンバーワン 



 

 全国学力・学習状況調査の結果  

４月に３年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の結果です。今年度は，国語・数学の２教科が行われまし

た。2教科とも全国平均・県平均には届かなかったものの，昨年度より全国平均に近づいてきました。結果をもとに，個

別の指導や授業改善などに役立てていきます。 

 
国語 数学 国語(Ｒ５) 数学(Ｒ５) 英語(Ｒ５) 

正答率 全国比 正答率 全国比 正答率 全国比 正答率 全国比 正答率 全国比 

全国 58.1  52.5  69.8  51.0  45.6  

県 56.0 △ 1.9 50.0 △ 2.5 70.0 0.2 48.0 △ 3.0 42.0 △ 3.6 

本校 52.0 △ 6.1 41.0 △11.5 62.0 △7.8 35.0 △16.0 34.0 △11.6 
 

 １学期 学校評価より  

１学期の学校評価の結果をお知らせします。多くの保護者の皆様に回答していただきました。ありがとうございます。

メディアに触れる時間の評価は低いものの，昨年度同時期より保護者評価は大幅アップです。他にも保護者評価の向上が

多く見られました。今後も家庭と協力しながら生徒の健全育成を目指していきたいと思います。よろしくお願いします。 

 共 通 実 践 事 項 職員 生徒 保護者 
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か
な
学
力
の
定
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学
校
生
活 

1 始業前の授業準備，チャイム1分前着席・黙想を徹底させ，授業と休み時間の区別をつけさせたか。 3.4 3.4 - 

2 まとめと整合性のある目標を設定し，見通しを明確にして授業に取り組ませ，質問の時間も確保したか。 2.8 3.0 - 

3 ペアやグループでの活動を取り入れ，三角ロジックをもとに根拠や理由を明確にさせ，思考を深めさせたか。 2.5 2.7 - 

4 キャリア教育の視点に立った計画的な進路指導や教科指導における関連指導等を充実させたか。 2.6 3.3 - 

家
庭
生
活 

1 翌日の学校の準備を必ず済ませ，忘れ物０と提出期限の厳守に取り組むように指導したか。 3.0 3.2 2.5 

2 毎日2時間以上(部活動終了後の3年は3時間)の家庭学習を実践するように指導したか。 2.5 3.0 2.1 

3 メディア等に触れる時間は平日１時間以内にするように指導したか。 2.4 2.4 2.7 

4 学年に応じた進路や学習の取組等について，家庭で保護者と話し合うように働きかけたか。 2.7 3.1 2.7 

心
の
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徒
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導
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学
校
生
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1 語先後礼の元気のよいあいさつや入退室のマナーの指導を徹底したか。 3.5 3.6 - 

2 お互いの良さを認め合える望ましい人間関係づくりに努力め，道徳教育や人権同和教育を推進したか。 3.2 3.5 - 

3 学級活動や学校行事，生徒会活動や部活動など，具体的な目標を定め努力させたか。 3.1 3.4 - 

家
庭
生
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1 一家庭一家訓を設定させ，家庭の約束を守る態度を養うよう指導したか。 2.0 3.2 2.8 

2 家庭でのふれあいや会話，読書等（1日30分）を通して，豊かな心を育むよう働きかけたか。 2.2 3.1 3.0 

3 やぶさめノートを用いて生活設計（睡眠6～7時間）をさせ，規則正しい生活をさせたか。 2.7 2.6 2.8 

4 自分自身の力で起床するように指導し， 自分の力で登下校するように指導したか。 2.6 3.3 2.7 

5 ゲーム・スマホ等の10時オフを徹底し，寝室に持ち込むことがないよう努力するよう指導したか。 2.1 2.8 2.5 

潤
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整
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学
校
生
活 

1 登下校の交通ルールやマナーを遵守させ，違反０・事故０に努めさせたか。 2.9 3.8 - 

2 体育や部活動，学校行事等を通し，最後までやり遂げる気力や体力を養わせたか。 3.0 3.7 - 

3 食育の日（毎月19日）の放送をしっかり聴かせ，食育の充実に努めたか。 2.9 3.4 - 

4 開始前黙想と無言清掃や緑化活動に積極的に取り組ませ，奉仕する喜びを味わわせ責任感を育てたか。 3.3 3.4 - 

家
庭
生
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1 家庭の日々のあいさつを励行し，地域でも元気のよいあいさつを実践するよう指導したか。 3.2 3.6 2.7 

2 家事等の手伝いをさせ，家庭の一員としての自覚と責任を育てるよう働きかけたか。  2.4 3.3 3.4 

3 定期健康診断等の結果を受け，疾病（目，むし歯等）治療に取り組むよう指導したか。 2.7 3.7 3.3 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

そ
の
他 

1 各種たよりや連絡プリントは家庭へ届いていますか。 - - 3.3 

2 各種たよりや連絡プリントを読んでいますか。 - - 3.3 

3 生徒は学校の出来事等，家庭で話しますか。 - - 3.5 

4 本校職員の接遇（あいさつや電話対応）は適切ですか。 - - 3.3 

【評価】 ４（とても良かった） ３（良かった） ２（悪かった） １（とても悪かった） 
 

  登校時刻の改善について 

  2学期も学校全体が活気にあふれ，いいスタートが切れました。9月の最後の1週間は「遅刻者ゼロ」でしたが，夏休みで 

生活のリズムが少し崩れたのか，遅刻ギリギリや遅刻になってしまう生徒が見られました。規則正しい生活のリズムを身に付 

けることや時間を守ることは，健康的な生活を送るためにも，これから社会生活を生きていく上でもとても大切なことです。 

学校でも繰り返し指導をいたしますが，なかなか改善が見られない場合は，保護者の方も交えて，生徒本人が生活リズムの 

改善や家庭生活を見直す意識を持てるように促す場も必要になるかと思います。ご家庭の協力が不可欠なことでもありますの 

で，生徒が規則正し生活を確立できますようご協力の程よろしくお願いいたします。 


